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は
じ
め
に

　

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
刊
行
が
継
続
さ
れ
て
き
た
青
森
県
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
の

「
遠
山
家
日
記
」
を
翻
刻
し
た
史
料
集
の
最
新
巻
で
あ
る
。「
遠
山
家
日
記
」
と
は
、

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
遠
山
景
敏
氏
か
ら
八
戸
市
に
寄
贈
さ
れ
た
「
遠
山
家

旧
蔵
本
」
一
六
七
五
点
の
う
ち
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
〜
大
正
八
年
（
一
九
一

九
）
ま
で
の
歴
代
当
主
が
書
き
継
い
で
き
た
日
記
一
一
一
点
で
あ
り
、
平
成
二
八
年

（
二
〇
一
六
）
八
月
一
五
日
に
県
重
宝
（
歴
史
資
料
）
に
指
定
さ
れ
た
。

　

遠
山
家
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
段
階
の
八
戸
藩
の
分
限
帳
に
よ
れ
ば
、
知

行
高
一
二
五
石
一
合
を
数
え
る
家
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
八
戸
藩
で
一
〇
〇
石
以
上
の

知
行
高
を
持
つ
藩
士
は
、
文
久
年
間
の
分
限
帳
に
よ
れ
ば
全
三
七
五
人
の
う
ち
八
五

人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
遠
山
家
は
八
戸
藩
の
な
か
で
比
較
的
上
級
武
士
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
家
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

県
重
宝
に
選
定
さ
れ
た
理
由
に
も
あ
る
通
り
、「
遠
山
家
日
記
」
は
江
戸
時
代
か

ら
大
正
時
代
に
至
る
ま
で
の
一
二
七
年
間
書
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
が
全
国

的
に
み
て
も
他
の
類
例
を
み
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
江
戸
時
代
の
武
士
個
人
の
生
活

記
録
と
し
て
の
意
義
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
八
戸
藩
の
政
治
動
向
や
社
会
・
経
済
の

あ
り
方
ま
で
も
が
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
本

　
八
戸
の
歴
史
叢
書

『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
第
九
巻

萱
場
　
真
仁

稿
で
紹
介
す
る
第
九
巻
で
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
〜
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

ま
で
の
八
冊
分
を
翻
刻
し
て
掲
載
し
て
お
り
、
同
期
間
内
の
遠
山
家
当
主
は
、
九
代

目
の
庄
七
と
一
〇
代
目
の
安
次
郎
で
あ
っ
た
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
評
者
が
興
味
深
く
感
じ
た
日
記
記
事
の
内
容
と
、
本
書
を
読
ん

で
の
若
干
の
所
感
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
日
記
記
事
内
容
の
紹
介

　

は
じ
め
に
、
日
記
の
筆
者
で
あ
る
九
代
目
庄
七
と
一
〇
代
目
安
次
郎
の
家
族
構
成

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
九
代
目
庄
七
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
九
月
一
九

日
に
七
代
目
庄
右
衛
門
と
そ
の
後
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
、
最
初
の
名
は
五
十
三
郎

だ
っ
た
が
、
後
に
庄
馬
、
庄
七
へ
と
改
名
し
て
い
る
。
遠
山
家
は
七
代
目
庄
右
衛
門

と
先
妻
の
次
男
で
、
庄
七
の
異
母
兄
に
あ
た
る
庄
太
夫
が
八
代
目
を
継
い
で
い
た
が
、

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
庄
七
は
庄
太
夫
の
養
子
と
な
り
、
九
代
目
と
し
て
遠

山
家
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。

　

庄
七
の
妻
は
中
里
市
太
夫
の
長
女
ゑ
き
（
衛
喜
）
で
、
二
人
は
弘
化
三
年
（
一
八
四

六
）四
月
二
五
日
に
結
婚
し
た
。
庄
七
と
ゑ
き
と
の
間
に
は
計
六
人
の
子
が
生
ま
れ
、

出
生
順
に
示
す
と
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
二
月
に
長
女
ひ
で
、
嘉
永
五
年
一
一
月

に
長
男
安
次
郎
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
に
次
女
な
か
、
安
政
五
年
四
月
に

次
男
篤
矢
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
に
三
男
駒
三
郎
、
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
七
月
に
四
男
岩
次
郎
と
な
る
。
こ
れ
ら
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
に
長
男
安
次
郎
が
遠
山
家
一
〇
代
目
と
し
て
家
督
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、

後
に
安
次
郎
は
景
三
と
改
名
し
て
い
る
。
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日
記
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
〜
同
三
年
七
月
ま
で
は
庄
七
が
記
し
て
い
る
が
、

同
年
七
月
〜
一
一
月
ま
で
の
記
事
は
欠
損
し
て
お
り
、
記
録
が
再
開
し
た
一
二
月
以

降
は
庄
七
と
安
次
郎
が
入
り
混
じ
っ
て
日
記
を
書
き
継
い
で
い
る
。
こ
れ
は
、
慶
応

三
年
七
月
か
ら
庄
七
が
頭
瘡
を
患
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
療
養
を
た
び
た
び
受
け
て
い

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
書
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
慶
応
元
年
〜
明
治
四
年
に
至
る
ま
で
は
、
幕
末
維
新
の

動
乱
の
只
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
記
に
も
戊
辰
戦
争
に
関
連
す
る
記
事
や
廃

藩
置
県
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど
が
散
見
さ
れ
、
八
戸
藩
や
遠
山
家
が
幕
末
の
動
乱
や

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
本
書
の
解
題
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
改

元
は
九
月
八
日
）
六
月
に
は
佐
賀
藩
兵
が
八
戸
に
や
っ
て
来
た
た
め
、
八
戸
藩
で
は

城
下
町
の
門
に
藩
士
を
二
人
ず
つ
詰
め
さ
せ
て
厳
重
警
備
の
体
制
を
敷
き
、
佐
賀
藩

の
者
た
ち
を

・
白
銀
・
湊
の
三
か
村
に
宿
泊
さ
せ
た
。
そ
の
う
え
で
、
村
に
物
売

り
た
ち
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
佐
賀
藩
兵
を
城
下
町
へ
は
一
切
近
づ
か
せ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
慶
応
四
年
六
月
一
八
日
条
）。
ま
た

同
年
六
月
二
九
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
藩
士
の
所
持
高
に
応
じ
て
藩
が
ミ
ニ
エ
ー
銃

を
備
え
る
よ
う
命
じ
て
お
り
、
八
戸
藩
に
お
い
て
も
い
よ
い
よ
軍
備
を
整
え
る
必
要

性
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
記
の
筆
者
で
あ
る
安
次
郎
も
、
こ
う
し

た
状
況
の
な
か
西
洋
式
兵
術
へ
の
入
門
と
鍛
錬
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
が
日
記
に

は
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
（
慶
応
四
年
八
月
七
日
条
な
ど
）。

　

評
者
が
興
味
深
い
と
感
じ
た
の
は
、
そ
う
し
た
緊
張
状
態
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、

生
活
リ
ズ
ム
を
構
築
す
る
か
の
よ
う
に
年
中
行
事
や
農
事
に
関
わ
る
記
事
が
毎
年
み

ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
八
戸
で
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
行
事
と
し
て
名
高

い
「
え
ふ
り
（
え
ん
ぶ
り
）」
は
毎
年
正
月
に
は
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
三
月
三
日

に
な
れ
ば
桃
の
節
句
の
祝
い
が
遠
山
家
で
は
催
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
時
節
柄
」

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
行
事
は
簡
素
化
さ
れ
た
り
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た

り
し
た
年
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
慶
応
二
年
正
月
一
五
日
の
「
え
ふ
り
」
は
、「
諸

色
高
直
」
を
理
由
に
不
足
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
年
の
三
月
三
日
は

「
内
裏
様
計
出
候
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
期
間
内
で
は
、
遠
山
家
に
病
災
や
不
幸
が
立
て
続

け
に
起
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
庄
七
や
安
次
郎
を
は
じ
め
と
す
る
人
び
と
が
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
か
が
記
さ
れ
て
い
る
点
も
、
評
者
は
大
変
興
味
深

く
感
じ
た
。
例
え
ば
、
慶
応
元
年
（
元
治
二
年
四
月
七
日
に
慶
応
へ
改
元
）
に
は
次

男
の
篤
矢
か
ら
四
男
岩
次
郎
に
至
る
ま
で
の
男
子
が
揃
っ
て
疱
瘡
を
患
っ
て
し
ま
い
、

こ
れ
に
対
し
て
庄
七
は
神
酒
や
供
物
な
ど
を
準
備
の
う
え
神
棚
を
整
え
、
豆
腐
・
赤

飯
な
ど
を
拵
え
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
（
慶
応
元
年
一
〇
月
晦
日
条
）。
ま
た
、
彼

ら
の
見
舞
い
の
た
め
に
多
く
の
者
た
ち
が
訪
れ
、
見
舞
い
品
と
し
て
「
ち
ん
張
子

（
犬
の
張
子
人
形
ヵ
）」「
達
磨
」「
か
ら
〳
〵
」「
箱
入
天
神
」
な
ど
を
持
参
し
て
き

て
い
る
（
同
年
一
一
月
二
日
・
一
七
日
条
な
ど
）。
こ
れ
ら
行
為
や
見
舞
い
の
品
は
、

い
ず
れ
も
疱
瘡
治
癒
の
ま
じ
な
い
・
祈
祷
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
慶
応
元
年
に
は
庄
七
の
叔
母
や
実
母
（
七
代

庄
右
衛
門
後
妻
）
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
特
に
、
実
母
の
看
病
と
死
去

に
際
し
て
は
、
庄
七
の
と
っ
た
行
動
が
日
を
追
っ
て
判
明
す
る
。
慶
応
元
年
一
二
月

六
日
、
庄
七
の
母
は
病
に
罹
り
薬
三
帖
が
処
方
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
庄
七
は
母
に

対
し
て
懸
命
に
薬
を
処
方
し
た
り
針
医
へ
治
療
を
お
こ
な
わ
せ
た
り
し
て
い
る
が
、

一
向
に
快
復
す
る
気
配
は
な
く
、
一
二
月
一
三
日
に
は
「
類
家
地
蔵
」
へ
祈
祷
を
頼
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み
、
お
守
り
札
や
護
符
を
も
ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
母
親
の
病
は
良
く
な
る
ど
こ

ろ
か
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
、
一
七
日
に
は
医
者
た
ち
と
相
談
し
て

薬
を
処
方
し
て
も
ら
う
ほ
か
に
も
、
庄
七
自
身
が
水
薬
を
購
入
し
た
。
翌
一
八
日
に

は
庄
七
は
風
邪
を
理
由
に
欠
勤
し
た
が
、
実
は
母
親
の
看
病
の
た
め
に
休
ん
だ
こ
と

が
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
庄
七
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
て
母
親
を
看
病
し
た
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
、
一
二
月
二
〇
日
の
五
時
（
午
前
八
時

ご
ろ
）
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
通
夜
は
そ
の
日
の
う
ち
に
営
ま
れ
、
翌
二
一
日

に
母
親
は
葬
送
さ
れ
た
が
、
庄
七
自
身
は
「
野
送
」、
つ
ま
り
葬
送
に
際
し
て
の
見

送
り
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
慶
応
四
年
に
は
安
次
郎
の
祖
母
（
八
代
目
庄
太
夫
妻
、
庄
七
の
養
母
）

と
庄
七
の
兄
直
理
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
慶
応
四
年
の
日
記
は
、
庄
七
が

病
の
た
め
筆
者
は
安
次
郎
に
な
っ
て
お
り
、
安
次
郎
の
祖
母
は
同
年
三
月
二
五
日
ご

ろ
か
ら
病
気
の
た
め
薬
の
処
方
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
四
月
一
五
日
に
な

る
と
様
子
が
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
一
七
日
に
は
父
庄
七
も
看
病
の
た
め
暇
を
も
ら
っ

た
が
、「
夕
七
ツ
」（
午
後
四
時
ご
ろ
）
に
祖
母
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
五
月
一
〇
日
に
は
庄
七
の
兄
直
理
も
病
を
患
い
、
そ
れ
以
後
薬
を
連
日
服

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
同
月
一
七
日
に
は
祖
母
の
最
初
の
月
命
日
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
安
次
郎
の
心
中
は
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

安
次
郎
は
同
日
の
日
記
に
「
う
き
〳
〵
致
」、
つ
ま
り
心
が
乱
れ
て
落
ち
着
か
な
い

と
記
し
て
い
る
。
直
理
も
ま
た
「
い
た
こ
払
」（
慶
応
四
年
五
月
二
七
日
条
）
や
「
類

家
地
蔵
」
へ
の
祈
祷
（
同
年
六
月
二
九
日
条
）
な
ど
、
治
癒
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
が
講
じ
ら
れ
た
が
、
結
局
快
復
す
る
こ
と
な
く
六
月
二
九
日
夜
に
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

日
記
の
な
か
で
庄
七
や
安
次
郎
が
感
情
を
直
接
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
が
、
親
類
縁
者
の
看
病
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
こ
れ
ら
一
連
の
行
動
を
み

て
み
る
と
、
実
母
に
対
す
る
庄
七
の
思
い
や
安
次
郎
の
不
安
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

二
　
本
書
へ
の
要
望

　

以
上
、
本
書
を
読
ん
で
評
者
が
気
に
な
っ
た
記
事
を
い
く
つ
か
列
挙
し
て
み
た
。

従
来
、
こ
の
「
遠
山
家
日
記
」
の
分
析
は
八
戸
藩
の
上
級
武
士
の
生
活
や
一
地
方
武

士
に
よ
る
江
戸
勤
番
の
実
態
の
面
か
ら
分
析
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
え
る
が
、
切
り
口
や
視
点
に
よ
っ
て
は
、
八
戸
藩
政
か
ら
地
域
の
生
活
文
化
、

さ
ら
に
は
江
戸
時
代
に
生
き
る
人
び
と
の
心
性
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
が

可
能
と
な
る
極
め
て
有
用
且
つ
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
本
書
の
形
式
的
な
面
で
い
く
つ
か
検
討
す
べ
き
点
も
み
ら
れ
た
。

ま
ず
、
本
書
の
解
題
は
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
で
き
れ
ば
最
初
に
持
っ

て
き
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
に
よ
れ
ば
、

地
域
の
歴
史
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、
市
民
の
方
を
対
象
に
継
続
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
史
料
集
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
史
料
か
ら
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
可
能
な
限
り
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
お
こ
な
う
こ
と

が
理
想
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
近
世
史
料
は
独
特
な
用
語
・
語
句
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
読
解
に
抵
抗
を
抱
く
方
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
目
次
・
凡
例
の
直
後
に
い
き
な
り
日
記
本
文
が
開
始
し
て
い
る
た
め
、
読
者

は
前
提
情
報
が
何
も
得
ら
れ
な
い
ま
ま
本
文
を
読
む
こ
と
に
な
る
構
成
と
な
っ
て
い
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る
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
の
視
点
に
立
て
ば
、
な
る
べ
く
史
料
に
関
す
る
知
識
や
掲

載
さ
れ
て
い
る
記
事
に
つ
い
て
の
前
提
情
報
を
得
た
う
え
で
、
実
際
の
史
料
を
読
む

方
が
わ
か
り
や
す
い
構
成
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
そ
れ
と
関
連
し
て
い
え
ば
、
遠
山
家
歴
代
系
図
や
八
戸
藩
領
地
図
、
用
語
や

登
場
す
る
人
名
の
索
引
な
ど
、
関
係
す
る
図
表
や
索
引
な
ど
は
可
能
な
限
り
掲
載
し

て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
た
。
日
記
史
料
は
、
基
本
的
に
他
人
に
み
せ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
筆
者
の
み
が
わ
か
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
家
族
構
成
に
つ
い
て
は
特
に
、
筆
者
と
の
関
係
性
が
明

記
さ
れ
ず
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

幸
い
に
も
、
庄
七
や
安
次
郎
の
家
族
構
成
に
つ
い
て
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

九
月
一
四
日
条
や
同
年
一
一
月
一
六
日
条
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
理
解
で
き
た
が
、

庄
七
が
い
う
「
母
上
様
」（
庄
七
の
実
母
）
と
安
次
郎
の
い
う
「
御
祖
母
様
」（
庄
七

の
養
母
）
な
ど
、
評
者
で
す
ら
登
場
す
る
人
物
の
関
係
性
の
整
理
に
時
間
が
か
か
っ

た
も
の
や
、
未
だ
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
人
物
も
い
る
。
併
せ
て
、
日
記
に
登

場
す
る
地
名
も
旧
字
単
位
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
も
現
在
の
ど
こ
に
当
た
る

の
か
解
説
や
地
図
を
加
え
た
方
が
良
い
と
感
じ
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
精
細
に
整
理
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
民

の
方
で
も
理
解
で
き
る
内
容
を
目
指
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
史
料
を
解
読
す
る
に

あ
た
っ
て
の
系
図
や
索
引
な
ど
の
作
成
・
添
付
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
第
九
巻
に
つ
い
て
、
評
者
が
興
味
・
関
心
を

持
っ
た
記
事
や
思
っ
た
と
こ
ろ
を
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
て
き
た
。
評
者
の
力
量
不
足
に

よ
り
、
日
記
記
事
を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
箇
所
や
編
者
の
意
図
を
汲
み
取
れ

て
い
な
い
箇
所
も
多
分
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
卒
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
は
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
動
向
か
ら
生
活

文
化
に
至
る
ま
で
、
分
析
視
角
が
多
岐
に
お
よ
ぶ
一
級
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
解
読
は
地
域
住
民
の
方
々
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地

域
に
残
る
史
料
の
解
読
や
研
究
を
地
元
の
方
々
の
手
で
お
こ
な
う
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
と
も
に
理
想
的
な
姿
で
あ
る
と
評
者
は
考
え
る
。
何
は

と
も
あ
れ
、
五
〇
〇
頁
に
も
わ
た
る
分
量
を
地
道
に
翻
刻
し
た
労
力
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
、
刊
行
に
携
わ
っ
た
方
々
に
敬
意
を
表
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
本
書

を
も
と
に
歴
史
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
、
ま
た
地
域
の
歴
史
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
く
活
動
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
、
評
者
は
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。

　

な
お
、「
日
記
」
や
遠
山
家
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
既
に
岩
淵
令
治
氏

に
よ
る
「
八
戸
藩
勤
番
武
士
の
日
常
生
活
と
行
動
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

報
告
』
第
一
三
八
集
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、
三
浦
忠
司
氏
の
『
八
戸
藩
「
遠
山
家
日

記
」
の
時
代
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
り
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て

も
適
宜
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
書
の
内
容
を
よ
り
知
っ
て
い
く
う
え
で
も
、

併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
Ａ
5
判
、
五
一
三
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
編
、
八
戸
市
、
令
和
二
年
一
一
月
三
〇

日
発
行
、
二
六
二
〇
円
（
税
込
））
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